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地元に残っていただくために
①地元の高校や大学、企業と連携し、Uタ ー ン者を支援することで「ふるさと帰住」と

「ふるさと就職」を促進
②市内立地企業と連携した情報発信による1」U ター ンの促進
③本市への移住と働くことを希望している人を手厚く支援

温饂
E

丑r
-

\.,9 
•こ·,ミ,.

＼
 

①
除
雪

【
質
問】

武
生
今
立
間
の
路
線
は
融
雪
装

置
が
な
い

。

東
消
防
署
も
あ
り 、

県
道
だ

か
ら
毎
年
県
に
要
望
し
て
い
る
と
言
っ
て

終
わ
る
ぺ
き
で
は
な
い

。

市
の
所
見
は
？

【
答
弁】

県
で
は 、

主
要
地
方
道
武
生
美

山
線
の
冬
期
間
稜
雪
時
の
交
通
確
保
を
目

的
に 、

北
町
地
係
か
ら
新
在
家
町
地
係
ま

で
の
約
3
.

3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
の
消

雪
施
設
を
整
備
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す 。

水
源
に
つ
き
ま
し
て
は 、

股
業
川
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
の
梢
雪
利
用
に
か
か
る
水
利
権

を
今
月
に
確
保
し
た
こ
と
か
ら 、

早
期
の

事
業
促
進
に
向
け
県
へ

引
き
続
き
強
く
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す 。

③
渋
滞
対
策

【
質
問】

広
域
農
道
の
上
太
田
第
二
交
差

点
の
渋
滞
を
県
と
共
同
で
対
策
で
き
な
い

か 。
例
え
ば
村
田
前
交
差
点
か
ら
上
太
田

第
二
交
差
点
ま
で
を
二
車
線
化
で
き
な
い

か
？

『
産
業
振
興

ー

【
質
問】

求
人
倍
率
が
慢
性
的
に
高
い
こ

と
は
喜
ぺ

な
い

。

今
後
は
ダ
イ
バ
ー

シ

テ
ィ
的
な
動
き
や
定
年
延
長
を
踏
ま
え
た

働
き
方
改
革
で
の
議
論
を
進
め
る
ぺ
き
と

思
う
が
？

【
答
弁】

今
後
さ
ら
に
外
国
人
労
働
者
の

必
要
性
も
高
ま
る
中
で 、

外
国
人
市
民
と

い
う
視
点
か
ら
の
多
文
化
共
生
の
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に 、

女
性
活
躍

推
進
法
や
改
正
高
齢
者
雇
用
安
定
法
な
ど

各
種
法
令
に
基
づ
き 、

慟
き
方
改
革
で
の

議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す 。

【
質
問】

市
の
人
口
は
日
本
人
で
は
な
く

外
国
人
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
増
え
て

い
る
と
思
う
が
？

【
答
弁】

平
成
29
年
12
月
1
日
現
在
の
越

前
市
の
人
口
は
8
3 、

0
9
8
人
で 、

1

月
1
日
か
ら
1
5
1
人
増
加
し
て
お
り
ま

す
が 、

外
国
人
が
6
5
3
人
増
加
し
て
い

る
中 、

日
本
人
は
5
0
2
人
減
少
し
て
お

り 、

外
国
人
の
削
加
が
越
前
市
の
人n
増

に
繋
が
っ
て
い
ま
す 。

【
答
弁】

更
な
る
渋
滞
対
策
に
つ
い
て
は 、

近
隣
道
路
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
状
況 、

交

通
旦
把
握
等
を
踏
ま
え 、

総
合
的
に
検
討

【
質
問】

越
前
市
で
の
平
和
堂
閉
店
は
大

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す 。

き
な
影
響
を
及
ほ
す
た
め
避
け
な
け
れ
ば

そ
こ
で 、

ま
ず
は
大
動
脈
で
あ
る
広
域
牒

な
ら
な
い
と
思
う
が 、

大
丈
夫
と
言
え
る

道
に
つ
い
て 、

産
業
振
興
や
雇
用
の
拡
大、

担
保
は
と
れ
る
の
か
？

定
住
化
の
促
進
な
ど
地
方
創
生
に
大
き
く

【
答
弁】

ま
ず 、

平
和
堂
と
の
賃
貸
借
契

寄
与
す
る
線
路
で
あ
る
こ
と
か
ら 、

県
の

約
の
期
間
で
す
が 、

現
在
の
契
約
は 、

平

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
見
直
し
を
行
い 、

成
32
年
3
月
末
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す 。

県
道
へ
の
認
定
を
行
う
よ
う 、

継
続
し
て

こ
れ
を
さ
ら
に
20
年
間
の
契
約
延
長
を
行

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す 。

う
こ
と
に
つ
い
て
は 、

既
に
了
解
を
得
て

い
る
と
こ
ろ
で
す 。

契
約
延
長
に
あ
た
り 、

賃
貸
借
期
間
を

短
い
期
間
で
設
定
し
た
場
合
は 、

賃
貸
借

そ
の
も
の
を
不
安
定
化
す
る
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
こ
と
か
ら 、

市
と
平
和
堂 、

そ
し

て
今
回
入
居
す
る
こ
と
に
な
っ
た
国
の
機

関
で
あ
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
武
生
が 、

そ
れ

ぞ
れ
安
定
的
に
施
設
運
営 、

業
務
継
続
を

行
う
た
め
に 、

20
年
間
が
妥
当
で
あ
る
と

し
て 、

平
和
堂
と
協
議
を
続
け
て
き
た
と

こ
ろ
で
す 。

【
質
問】

駅
前
に
屋
内
子
ど
も
広
場
が
必

要
な
理
由 、

メ
リ
ッ
ト 、

デ
メ
リ
ッ
ト
を

含
め
た
イ
メ
ー

ジ
は
？

【
答
弁】

駅
前
の
（
仮
称）
市
民
セ
ン
タ
ー

に
子
ど
も
広
場
が
必
要
な
理
由
と
い
た
し

ま
し
て
は 、

子
ど
も
広
場
の
他
に 、

子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
も
配
固
し 、

子
育

て
支
援
機
能
を
充
実
さ
せ
る
こ
と 、

ま
た 、

若
者
世
代 、

シ
ニ

ア
世
代
な
ど
様
々
な
世

代
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
つ
な
い
で
い
く

場
所
で
も
あ
る
と
い
う
理
由
が
あ
り
ま
す 。

市
民
の
方
が
子
ど
も
広
場
を
訪
れ
る
こ

と
を
き
っ
か
け
に 、

子
育
て
相
談
が
で
き

る
こ
と
で
子
育
て
不
安
が
解
消
さ
れ
た
り 、

多
種
多
様
な
方
々
と
交
流
す
る
こ
と
で
刺

激
を
受
け 、

成
長
が
図
ら
れ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す 。

越前市議会議員 吉田けいぞう

ー••'"'fxll遇が薫い

女性の流出が大きい
本市の年代別の人口増減をみると、一貫して転出超過が続き、特に
若者について は、近年、女性のUタ ー ン者数の減少に加え、男性のU
タ ー ン者数も減少しており、 鱈舅宵の人口撞9（金体、 年齢3区分9j)

本市で生まれ育つた若者が 100,000人

一度市外に出てしまうと、 90,000人

戻つてこない傾向にあります
80,000人

o■ 70,000人

モノづくり の街を支えるため 60
、OOO人 ． 金●年人015~4

“紐人

にも、若者の人口流出は深刻幻．OOO人 ぬ

位000人

な問題になっています。
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ごあいさつ
新年あけましておめでとうございます。

地方議員の立場から、地域社会の将来ピジョンを描く中で、市民 一人ひとりが感じる
「幸福度」の向上を追及していく思いを強くしています。

地域でのお困りごと、行政への要望等とんなことでも結構です。皆さんのお声をお聞力‘

せください。


